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第　

回
全
国
大
会
要
望
事
項〔
ブ
ロ
ッ
ク
案
〕ま
と
ま
る　

２
〜
７

53
組
合
の
取
り
組
み（
県
自
動
車
車
体
整
備　

、県
建
具
工
業　

ほ
か
）　

８

（協）

（協）

中
央
会
の
関
係
各
団
体
が
総
会
開
催　

９　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
Ｗ
Ｖ
州
）　
　
１０

五
月
の
景
況
調
査　
　
　

支
所
だ
よ
り　
　
　

事
務
局
だ
よ
り　
　

１１

１２

１３

二
〇
〇
一
暑
中
見
舞
広
告　
　

〜　
１６

２３

　

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

は
、
こ
の
ほ
ど
「
経
済
財
政
運
営

の
基
本
方
針
（
骨
太
の
方
針
）」

の
素
案
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
聖
域
な
き
構
造
改

革
」
を
掲
げ
る
小
泉
内
閣
の
羅

針
盤
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
後
二
、
三
年
を
日
本
経
済
の
「
集
中

調
整
期
間
」と
位
置
付
け
て「
平
均
〇
パ
ー
セ
ン
ト
な
い
し
一

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
」
の
低
成
長
を
容
認
し
、
郵
政
三
事
業
及

び
特
殊
法
人
の
民
営
化
な
ど
七
つ

の
改
革
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
、
民
間

主
導
の
成
長
実
現
を
目
指
す
と
さ

れ
て
い
る
。

　

特
に
、
構
造
改
革
と
経
済
の
活

性
化
で
は
、
産
業
再
生
と
不
良
債
権
問
題
の
一
体
解
決
を

目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
改
革
で
は
、
高
齢
者
の
医
療
費
総
額
の

伸
び
を
抑
制
す
る
新
た
な
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
方
分
権
・
地
方
自
立
の
見
地
か
ら
、
地
方
交

付
税
を
見
直
し
て
、国
か
ら
地
方
へ
の「
税
源
委
譲
」を
検
討

す
る
な
ど
、
地
方
の
均
衡
あ
る
発
展
を
重
視
す
る
考
え
方

か
ら
、
個
性
あ
る
競
争
に
よ
る
活
性
化
へ
の
発
展
の
転
換
を

示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、公
共
投
資
関
係
の
予
算
を
見
直
し
、道
路
な
ど
使

途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
特
定
財
源
の
見
直
し
も
進
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
革
方
針
が
示
さ
れ
る
中
で
、
先
に
発
表
さ

れ
た
一
〜
三
月
期
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
、実
質
で
前

期
比
〇
･
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
、
年
率
換
算
で
〇
･
八
パ
ー
セ

ン
ト
減
と
な
り
、２
・
四
半
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ

た
。

　

年
明
け
以
降
の
景
気
減
速
を
踏
ま
え
て
も
、
政
府
見
通

し
の
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
減
速
し
て
い
る
。
先
行
き

も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
景
気
を
引
っ
張
っ
て
き
た
企
業
の
設

備
投
資
は
、
世
界
的
な
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
関
連
需
要
の
落

ち
込
み
か
ら
、
電
気
業
界
な
ど
で

計
画
の
下
方
修
正
が
相
次
い
で
い

る
。

　

さ
ら
に
、
雇
用
不
安
も
深
刻
化

し
て
い
る
。
全
国
の
完
全
失
業
率

（
五
月
）
は
、
四
･
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
過
去
最
悪
の
状
況
で
あ

る
。
不
良
債
権
処
理
に
伴
う
失
業
者
が
十
三
万
人
〜
十
九

万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、「
ひ
と
け
た
違
う
」
と
い
う
見

方
も
あ
る
。

　
「
民
間
に
で
き
る
も
の
は
民
間
に
任
せ
る
」
と
い
う
の
が
今

回
の
改
革
で
あ
る
。

　
「
政
府
頼
み
」
の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

は
、企
業
と
消
費
者
が
主
役
で
あ
る
。

　

本
当
の
厳
し
さ
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
。
現
実
を
し
っ
か
り

見
つ
め
、「
知
恵
」と「
衆
知
」が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

骨
太
の
方
針

企
業
と
消
費
者
が
主
役



議
し
、承
認
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
事
務
局
代
表
者
会
議
で
修

正
・
追
加
し
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
は

「
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
要
望
事
項

案
」と
し
て
取
り
ま
と
め
、全
国
中

央
会
へ
提
出
し
た
。

　

主
な
出
席
者
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
愛
知
県
中
央
会
＝
柴
田
茂
専

務
理
事
ほ
か
二
名
▽
三
重
県
中
央

会
＝
牛
場
伸
夫
専
務
理
事
ほ
か
一
名

▽
富
山
県
中
央
会
＝
大
角
寛
治
専

務
理
事
ほ
か
一
名
▽
石
川
県
中
央

会
＝
河
内
宏
専
務
理
事
ほ
か
一
名

総　
　

合
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わ
が
国
経
済
は
、六
月
の
経
済
報
告

に
よ
る
と「
悪
化
し
つ
つ
あ
る
」
と
五
カ

月
連
続
下
方
修
正
さ
れ
、
補
正
予
算

を
求
め
る
声
も
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
の
中
で
、個
人
消
費
は
伸
び
悩

み
の
状
態
が
続
き
、
デ
フ
レ
化
の
現
象

が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
完
全
失
業
率

も
高
い
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
先
行

き
不
透
明
感
が
い
ま
だ
払
拭
さ
れ
て

お
ら
ず
、
特
に
中
小
企
業
は
、
一
段
と

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環
境
の
な

か
で
、
中
小
企
業
が
健
全
な
発
展
を

遂
げ
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｔ
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、経
営
革
新
や
創
業
・
新
事
業

展
開
、
も
の
づ
く
り
基
盤
の
強
化
、
物

流
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
た
な
課
題
の
解
決

に
向
け
、自
助
努
力
す
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、
平
成
十
四
年
度
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
積
極
的
な
中
小
企

業
対
策
予
算
の
編
成
を
図
る
こ
と
。

　
　

景
気
対
策
の
推
進

（一）

　

デ
フ
レ
と
い
わ
れ
る
景
気
低
迷
か

ら
の
早
期
脱
却
に
向
け
て
、
特
に
そ

の
牽
引
車
と
な
る
べ
き
中
小
企
業
の
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活
力
を
引
き
出
す
た
め
、
切
れ
目
の

な
い
機
動
的
な
景
気
対
策
を
引
き
続

き
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
対
策
・
予
算

（二）

　

中
小
企
業
が
、
経
営
革
新
や
創
業
、

新
規
事
業
の
創
出
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
わ
が
国
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
の
源
泉
と
し
て
の
役
割
を
現
実
に

果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
等
の

キ
メ
細
か
な
配
慮
と
財
政
的
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
下
で
、

経
営
革
新
や
創
業
、
新
規
事
業
創
出

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
発
展
基
盤

の
形
成
・
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
中

小
企
業
へ
の
強
力
な
支
援
を
は
じ
め
、

中
小
企
業
施
策
の
抜
本
的
な
強
化
を

図
る
た
め
、
中
小
企
業
対
策
予
算
の

大
幅
な
増
額
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
が
逼
迫
し
て
い

る
折
か
ら
、
国
庫
負
担
比
率
の
見
直

し
や
地
方
交
付
税
に
中
小
企
業
対
策

枠
を
設
け
る
な
ど
地
方
の
財
源
対
策

に
配
慮
す
る
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充　
　

（三）

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
社

会
の
進
展
等
、
経
済
環
境
は
従
来
の

企
業
行
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
の
生

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、七
月
五
日
に『
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
代
表
者
会
議
』を
岐
阜
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
し
た
。愛
知
・
三
重
・
富
山
・
石
川
・
岐
阜
の
五
県
で
構
成
さ
れ
、今
年
は
岐
阜
県
が
主
催
し
た
。同
会

議
で
は
、毎
年
開
催
さ
れ
る『
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
』の
国
等
へ
の
要
望
事
項
と
し
て
、各
県
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
業
界
要
望
事
項
に
つ
い
て
意
見
交
換
・
討
議
し
、「
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
要
望
事
項
案
」と
し
て
取
り
ま
と

め
た
。
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東海・北陸ブロック案まとめる
第５３回全国大会（長野県）への要望事項

東海・北陸ブロック事務局代表者会議

　

会
議
に
は
、全
国
中
央
会
か
ら
山

本
貢
常
務
理
事
、加
藤
篤
志
情
報
部

主
幹
が
出
席
、五
県
か
ら
は
専
務
理

事
、事
務
局
長
な
ど
十
四
人
が
出
席
。

岐
阜
県
中
央
会
の
森
本
専
務
理
事

が
座
長
を
務
め
、景
気
対
策
や
中
小

企
業
対
策
、金
融
・
税
制
、労
働
、情

報
化
等
に
関
す
る
各
県
要
望
事
項

に
つ
い
て
意
見
交
換
・
討
議
し
た
。

　

な
お
、岐
阜
県
中
央
会
で
は
、こ
の

会
議
に
提
出
す
る
た
め
の「
岐
阜
県

案
」に
つ
い
て
、六
月
二
十
六
日
の『
正

副
委
員
長
合
同
専
門
委
員
会
』で
討

愛知・三重・石川
富山・岐阜の 5県
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国
等
に
対
す
る
要
望
事
項
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産
構
造
、
流
通
構
造
等
あ
ら
ゆ
る
経

済
活
動
に
つ
い
て
構
造
改
革
が
不
可

欠
な
状
況
に
あ
る
。

　

ま
さ
に
「
構
造
改
革
な
く
し
て
景

気
回
復
な
し
」
の
状
態
で
あ
り
、
特

に
企
業
の
九
九
・
七
％
を
占
め
る
中

小
企
業
に
と
っ
て
は
変
革
へ
の
対
応

が
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
遂
行
す
る
に
は
、
経
営
基

盤
の
弱
い
企
業
単
独
で
は
不
可
能
で

あ
り
、
連
携
組
織
を
含
め
た
中
小
企

業
組
合
を
活
用
す
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
あ
り
、
従
来
の
構
造
改
善
事

業
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
、
業
種
間
の

利
点
を
生
か
し
、
垣
根
を
取
り
払
っ

た
多
面
的
連
携
に
よ
る
業
種
、
業
界

ぐ
る
み
に
よ
る
構
造
改
革
へ
の
対
応

施
策
を
創
設
す
る
こ
と
。
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構
造
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

創
業
間
も
な
い
、
あ
る
い
は
経
営
革

新
途
上
に
あ
る
経
営
基
盤
の
弱
い
中

小
企
業
へ
の
影
響
や
雇
用
の
動
向
な

ど
の
実
体
に
則
し
、
中
小
企
業
本
来

の
活
力
を
発
揮
し
、
企
業
が
成
長
分

野
へ
速
や
か
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
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下
請
取
引
の
公
正
化
と
下
請
事
業

者
の
利
益
保
護
を
目
的
に
下
請
代
金

支
払
遅
延
防
止
法
を
特
別
法
と
し
て

定
め
、
公
正
取
引
委
員
会
が
対
処
し

て
い
る
が
、
対
象
業
種
は
製
造
業
で

あ
り
、
建
設
業
は
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。
近
年
の
建
設
業
界
は
建
設
投

資
が
低
迷
す
る
中
、
建
設
業
者
数
が

増
加
す
る
な
ど
大
き
な
構
造
変
化
の

中
に
あ
り
、
元
請
・
下
請
関
係
の
適

正
化
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
防

止
法
の
適
用
業
種
の
範
囲
並
び
に
親

事
業
者
、
下
請
事
業
者
の
資
本
金
の

額
の
制
限
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
構
造
改
革
に
直
面
し
て
い

る
下
請
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策

の
強
化
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
下
請

取
引
の
適
正
化
及
び
改
善
に
つ
い
て
、

親
企
業
へ
の
指
導
・
監
督
機
能
の
強

化
を
図
る
こ
と
。
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中
小
企
業
の
官
公
需
受
注
の
増
大

を
図
る
た
め
、
官
公
需
適
格
組
合
制

度
及
び
中
小
企
業
組
合
の
積
極
的
活

用
に
つ
い
て
、
発
注
機
関
へ
の
周
知

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
毎
年
閣
議

決
定
さ
れ
る
「
国
等
の
契
約
の
方
針
」

の
実
効
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
契
約
に
あ
た
っ
て
は
適
正

価
格
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
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法
制
審
議
会
が
取
り
ま
と
め
、
先

般
公
表
し
た
商
法
等
改
正
「
中
間
試

案
」
に
は
、
中
小
企
業
の
柔
軟
な
経

営
に
資
す
る
改
正
点
が
か
な
り
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
計
算
書
類

の
開
示
に
関
し
て
は
、
中
小
株
式
会

社
の
実
態
を
無
視
し
た
規
制
強
化
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
現
行
商
法
で
は
、
株
式

会
社
は
「
官
報
又
は
日
刊
新
聞
紙
」
に

「
貸
借
対
照
表
又
は
そ
の
要
旨
」
を
公

示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
小

株
式
会
社
に
お
い
て
は
そ
の
実
施
状

況
が
極
め
て
低
い
中
で
、
中
間
試
案
で

は
、法
務
省
が
新
た
に
構
築
す
る
計
算

書
類
の
公
開
シ
ス
テ
ム
へ
の
提
供
・
公
開

を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
公
開
す
べ

き
書
類
の
範
囲
に
つ
い
て
も
「
貸
借
対

照
表
」
の
み
な
ら
ず
、「
損
益
計
算
書
」

及
び
「
監
査
報
告
書
」
に
ま
で
拡
大
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
多
数
の
株
主
や
債
権
者

が
存
在
す
る
大
会
社
を
念
頭
に
検
討

さ
れ
て
い
る
内
容
を
、
株
主
や
債
権

者
が
通
常
極
め
て
少
数
で
あ
る
「
非

公
開
型
中
小
会
社
」
に
対
し
て
も
実

態
を
無
視
し
て
強
制
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
う
し
た
考
え
方
や
こ
れ
に
伴

う
事
務
負
担
増
は
到
底
中
小
企
業
者

の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

計
算
書
類
の
開
示
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
中
小
株
式
会
社
が
資
金
調
達

の
円
滑
化
等
の
視
点
等
か
ら
計
算
書

類
の
開
示
の
実
益
を
理
解
し
つ
つ
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

改
善
が
図
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

具
体
的
に
は
、
公
開
す
べ
き
書
類
の

範
囲
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
公
開
方

法
に
つ
い
て
「
官
報
又
は
日
刊
新
聞

紙
」
に
加
え
て
、
コ
ス
ト
及
び
公
衆

縦
覧
性
か
ら
現
実
的
な
手
段
で
あ
る

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
自
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
含
む
）」
に
よ
る
公
告
を
新

た
な
選
択
肢
と
し
て
認
め
る
こ
と
。
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地
域
経
済
の
自
律
的
発
展
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
産
業
集
積
活
性
化

法
に
基
づ
く
施
策
等
の
充
実
、
自
然
・

伝
統
文
化
等
の
地
域
資
源
を
生
か
し

た
産
業
の
振
興
策
の
充
実
な
ど
、
地

域
中
小
企
業
の
振
興
対
策
（
伝
統
産

業
の
雇
用
確
保
、
技
術
の
保
存
、
継

承
等
職
人
の
地
位
向
上
等
を
含
む
。）

の
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。　　
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中
小
企
業
の
構
造
改
革
を
促
進
す

る
た
め
、
経
営
革
新
、
新
事
業
展
開

及
び
経
営
基
盤
強
化
が
円
滑
に
推
進

で
き
る
よ
う
、
研
究
開
発
等
の
リ
ス

ク
投
資
に
対
す
る
助
成
金
や
融
資
制

度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
認
定
基
準

の
緩
和
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
分
野
の
高
速
化
、
安

価
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
及
び
普
及
推
進
、

割
高
な
電
力
料
金
の
更
な
る
引
き
下

げ
措
置
、
介
護
、
福
祉
分
野
に
お
け

る
新
規
参
入
の
容
易
化
、
新
市
場
開

拓
に
資
す
る
制
度
改
革
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
事
業
、

中
小
企
業
経
営
資
源
強
化
対
策
事
業

に
お
け
る
補
助
事
業
実
施
の
際
の
受

益
者
負
担
率
（
現
行
１
／
３
）
に
つ

い
て
は
、
中
小
企
業
組
合
で
は
重
い

負
担
と
な
り
、
事
業
意
欲
は
あ
る
も

の
の
資
金
面
で
の
制
約
上
実
施
に
至

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
た
め
、

受
益
者
負
担
率
の
低
減
を
図
る
こ
と
。

組　
　

織
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産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
等
に
よ

り
増
大
す
る
中
小
企
業
の
組
織
化

ニ
ー
ズ
（
緩
や
か
な
連
携
を
含
む
。）

に
対
応
す
る
た
め
、
中
小
企
業
連
携

組
織
対
策
予
算
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
中
央
会
指
導
員
の

資
質
向
上
を
図
る
ほ
か
組
織
化
政
策

の
推
進
の
核
と
な
っ
て
い
る
中
央
会

が
そ
の
指
導
機
能
を
十
分
に
果
た
せ

る
よ
う
万
全
の
措
置
を
図
る
こ
と
。
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中
小
企
業
組
合
制
度
を
創
業
等
に
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よ
り
活
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、①

認
可
行
政
庁
を
組
合
の
主
た
る
資
格

事
業
の
所
管
行
政
庁
に
一
元
化
す
る

②
設
立
時
の
最
小
組
合
員
数
の
要
件

を
三
人（
現
行
四
人
）と
す
る
③
個
人

創
業
の
手
段
と
し
て
有
力
な
企
業
組

合
の
認
可
に
つ
い
て
認
証
に
近
い
運

用
を
す
る
、等
の
改
善
を
図
る
こ
と
。
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商
工
組
合
の
カ
ル
テ
ル
事
業
の
廃

止
に
伴
い
、
商
工
組
合
制
度
が
「
社

会
的
に
一
層
積
極
的
な
対
応
が
要
請

さ
れ
つ
つ
あ
る
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
等
の
問
題
に
対

し
て
業
界
ご
と
の
円
滑
な
取
り
組
み

の
推
進
役
と
し
て
の
役
割
」
な
ど
に

シ
フ
ト
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
業
界
を
代
表
し
、
指
導

的
機
能
を
有
す
る
商
工
組
合
が
新
た

な
役
割
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、

商
工
組
合
へ
の
支
援
施
策
（
調
査
・

研
究
・
研
修
・
事
業
化
等
）
な
ど
を

一
層
充
実
す
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
公
正
取
引
委
員
会
に
お

い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
対
す
る

共
同
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
独
占

禁
止
法
上
の
指
針
を
作
成
中
で
あ
る

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
だ
け
で
な
く
、

環
境
問
題
及
び
安
全
へ
の
対
応
等
社

会
的
要
請
に
対
し
て
事
業
者
に
取
組

み
を
求
め
て
い
る
問
題
に
対
し
て
は
、

事
業
者
個
々
よ
り
も
共
同
で
行
う
こ

と
が
必
要
か
つ
効
果
的
で
あ
る
た
め
、

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
独
占

禁
止
法
の
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
。
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中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
商
工
組
合
が
カ

ル
テ
ル
を
実
施
す
る
た
め
の
組
織
か
ら
、

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
・
安
全
問
題
、経
営

革
新
等
の
業
種
ご
と
に
効
率
的
に
取

り
組
む
た
め
の
組
織
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
。ま
た
、
商
工
組
合
に
係
る

権
限
の
委
任
は
概
ね
県
知
事
に
委
任

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
法
及
び
省
令
に

よ
り
、
①
事
業
②
名
称
③
組
合
員
資

格
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
は
地
方
経
済

産
業
局
に
未
だ
協
議
す
る
旨
定
め
ら

れ
て
い
る
。
特
に
今
回
法
改
正
に
伴
い

商
工
組
合
の
事
業
変
更
を
行
う
上
で
、

地
方
経
済
産
業
局
と
の
協
議
は
事
務

的
に
煩
雑
で
あ
る
た
め
、事
務
手
続
き

の
簡
素
化
並
び
に
県
知
事
へ
の
委
任
権

限
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。
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中
小
企
業
並
び
に
中
小
企
業
組
合

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、 

組
合
青
年

部
に
対
す
る
助
成
措
置
を
拡
充
・
強

化
す
る
と
と
も
に
、
女
性
経
営
者
育

成
及
び
女
性
部
育
成
の
た
め
、
強
力

な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。
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平
成
十
一
年
六
月
十
八
日
に「
も
の

づ
く
り
基
盤
技
術
振
興
基
本
法
」
が

制
定
さ
れ
、
①
も
の
づ
く
り
技
術
の
研

究
開
発
②
も
の
づ
く
り
労
働
者
の
確

保
等
③
も
の
づ
く
り
基
盤
産
業
の
育

成
な
ど
の
振
興
策
が
定
め
ら
れ
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
更
な
る
中

小
企
業
の
技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
対
す

る
支
援
・
強
化
を
講
ず
る
こ
と
。
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全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
、

昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る「
中
小
企
業
組
合
士
制
度
」は
、組

合
事
務
局
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と

も
に
中
小
企
業
組
合
の
活
力
あ
る
発

展
と
企
業
の
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
他
の
資
格
制
度
に

比
べ
、
社
会
的
地
位
も
低
く
、
資
格
保

有
者
の
誇
り
も
薄
い
状
況
に
あ
り
、
現

在
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で

中
小
企
業
者
が
生
き
延
び
て
い
く
上

で
、
組
合
組
織
並
び
に
組
合
士
の
果
た

す
役
割
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
組
合
士
の
社

会
的
地
位
と
資
質
向
上
並
び
に
組
合

士
制
度
促
進
の
た
め
、「
中
小
企
業
組

合
士
制
度
」を
国
の
認
定
制
度
に
す
る

と
と
も
に
助
成
策
を
講
ず
る
こ
と
。
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中
小
企
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

制
度
の
重
要
性
に
鑑
み
、
制
度
の
拡

充
及
び
共
済
貸
付
手
続
き
の
簡
素
化

等
迅
速
な
運
用
を
図
る
こ
と
。

金　
　

融
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超
低
金
利
時
代
に
中
小
企
業
救

（一）
済
の
た
め
の
低
利
な
融
資
が
有
効
に

実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
府
系
金
融

機
関
の
貸
付
制
度
に
つ
い
て
資
金
量

を
十
分
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
実

効
あ
る
中
小
企
業
金
融
対
策
を
恒
久

的
に
講
ず
る
こ
と
。

　
　

政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
は
、

（二）
融
資
手
続
き
等
に
お
い
て
、
中
小
企

業
の
現
状
に
即
し
た
き
め
細
か
い
対

応
に
、
よ
り
一
層
努
力
す
る
こ
と
。

　
　

金
融
機
関
は
、
経
営
革
新
支
援

（三）
法
に
基
づ
く
融
資
に
対
し
て
、
事
業

計
画
が
行
政
機
関
の
承
認
を
受
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
担
保
要
件
等
に
特

別
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

　
　

ペ
イ
オ
フ
の
実
施
に
あ
た
っ
て

（四）
は
、
信
用
組
合
等
の
地
域
金
融
機
関

の
融
資
余
力
の
低
下
等
に
よ
り
、
中

小
企
業
の
資
金
調
達
に
悪
影
響
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
前
の
環

境
整
備
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

　
　

信
用
収
縮
等
に
よ
り
中
小
企
業

（五）
の
資
金
調
達
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、
民
間
金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
等

に
対
す
る
是
正
指
導
を
引
き
続
き
強

力
に
行
う
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
が
悪
化

（六）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
系
中
小

企
業
金
融
機
関
へ
の
政
府
出
資
、
財

政
投
融
資
を
大
幅
に
増
額
し
、
貸
付

資
金
量
を
十
分
確
保
す
る
と
と
も
に
、

融
資
制
度
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図

る
こ
と
。
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金
融
機
関
の
保
有
す
る
不
良
債
権

の
早
期
処
理
と
責
任
の
明
確
化
を
図

る
と
同
時
に
、
不
良
債
権
処
理
に
伴

う
し
わ
寄
せ
に
よ
り
、
中
小
企
業
へ

の
融
資
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
貸
し
渋
り
等
に
対
す
る

是
正
指
導
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
。
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現
在
あ
る
政
府
系
金
融
機
関
（
①

日
本
政
策
投
資
銀
行
②
国
際
協
力
銀

行
③
国
民
生
活
金
融
公
庫
④
農
林
漁

業
金
融
公
庫
⑤
沖
縄
振
興
開
発
金
融

公
庫
⑥
中
小
企
業
金
融
公
庫
⑦
住
宅

金
融
公
庫
⑧
公
営
企
業
金
融
公
庫
⑨

商
工
組
合
中
央
金
庫
）
と
し
て
二
銀

行
・
六
公
庫
・
一
金
庫
が
あ
る
。

　

現
内
閣
で
は
、政
府
系
金
融
機
関
の

一
元
化
・
見
直
し
を
検
討
し
、そ
の
組

織
形
態
の
見
直
し
の
手
順
と
し
て
、
①

第
一
段
階
と
し
て
、株
式
会
社
の
形
態

で
政
府
が
一
定
の
株
式
を
保
有
す
る

特
殊
会
社
へ
の
移
行
②
将
来
的
に
完

全
民
営
化
―
な
ど
の
構
想
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、



協
同
組
織
金
融
機
関
と
し
て
の
特
質

を
持
ち
、
政
府
出
資
の
基
盤
に
中
小

企
業
組
合
及
び
組
合
員
企
業
に
対
す

る
政
府
系
金
融
機
関
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
も
し
、
商

工
組
合
中
央
金
庫
が
一
元
化
、
民
営

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
資
金
調

達
困
難
な
中
小
企
業
の
金
融
に
支
障

が
生
じ
る
ば
か
り
か
、
中
小
企
業
の

組
織
化
の
推
進
に
も
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
分

に
配
慮
す
る
こ
と
。
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金
融
機
関
の
再
編
や
不
良
債
権
の

早
期
処
理
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
と
構
造
改
革
の
円
滑
な
対
応
を
図

る
上
で
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
一

方
で
金
融
機
関
が
中
小
企
業
に
対
す

る
選
別
融
資
を
強
め
た
り
、
リ
ス
ト

ラ
に
取
り
組
む
大
企
業
等
と
取
引
関

係
に
あ
る
中
小
企
業
に
も
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
事
業
継
続

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企

業
に
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と
の
な
い
よ

う
、
中
小
企
業
金
融
・
信
用
保
証
制

度
の
弾
力
的
運
用
を
は
じ
め
と
す
る

所
要
の
金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対

策
を
講
じ
万
全
を
期
す
こ
と
。
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協
同
組
織
金
融
機
関
と
し
て
の
信

用
組
合
が
、
地
域
中
小
企
業
の
要
請

に
積
極
的
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
信

用
基
盤
の
確
立
、
経
営
体
質
の
強
化

に
つ
い
て
全
面
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関

の
代
理
業
務
並
び
に
国
庫
歳
入
金
の

収
納
業
務
取
扱
に
つ
い
て
要
件
を
緩

和
、
拡
大
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

税　
　

制
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法
人
の
賃
金
、
資
産
を
課
税
標
準

と
す
る
外
形
標
準
課
税
に
つ
い
て
は
、

①
「
賃
金
課
税
」
で
あ
り
、
中
小
企
業

経
営
・
投
資
、雇
用
の
創
出
等
を
抑
制

し
、
経
済
活
力
を
削
ぐ
②
黒
字
法
人
、

赤
字
法
人
に
関
係
な
く
大
多
数
の
中

小
企
業
に
と
っ
て
課
税
強
化
と
な
る
③

国
際
的
な
潮
流
に
逆
行
す
る
④
特
に

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
煩
瑣
な
申
告

手
続
な
ど
の
負
担
が
極
め
て
大
き
い

な
ど
の
問
題
点
が
あ
り
、我
が
国
経
済

へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
そ
の
導
入

は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。
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中
小
企
業
に
と
っ
て
、
後
継
者
へ

の
事
業
承
継
を
円
滑
に
行
う
た
め
の

よ
り
一
層
の
改
善
が
で
き
る
よ
う
、

次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

相
続
税
・
贈
与
税
の
最
高
税
率

（一）
の
引
き
下
げ
と
税
率
構
造
の
緩
和

（
七
〇
％→

五
〇
％
に
）。

　
　

生
前
相
続
特
例
制
度
（
贈
与
税

（二）
の
納
税
猶
予
制
度
）
の
創
設
。

　
　

自
社
株
式
評
価
方
法
に
収
益
還

（三）
元
方
式
を
導
入
。

　
　

中
小
同
族
会
社
の
留
保
金
に
係

（四）
る
重
課
税
制
度
の
廃
止
。
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地
下
が
下
落
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
税
負
担
が
上
昇
す
る
と
い
う

現
行
の
固
定
資
産
税
を
抜
本
的
に
見

直
す
と
と
も
に
、
固
定
資
産
税
評
価

額
の
評
価
水
準
の
引
き
下
げ
並
び
に

評
価
替
え
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、

現
下
の
地
下
推
移
を
反
映
さ
せ
る
評

価
シ
ス
テ
ム
に
改
善
す
る
こ
と
。
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中
小
企
業
の
情
報
通
信
機
器
導
入

に
際
し
効
果
を
上
げ
た
「
特
定
情
報

通
信
機
器
の
即
時
償
却
」（
パ
ソ
コ
ン

減
税
）
は
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一

日
よ
り
廃
止
と
な
り
、
電
子
計
算
機

の
耐
用
年
数
が
六
年
か
ら
五
年
又
は

四
年
に
短
縮
さ
れ
た
も
の
の
、
中
小

企
業
の
情
報
通
信
機
器
導
入
に
際
し
、

「
特
定
情
報
通
信
機
器
の
即
時
償

却
」
ほ
ど
効
果
が
期
待
で
き
な
い
。

Ｉ
Ｔ
化
促
進
の
た
め
に
も
、
即
時
償

却
制
度
の
復
活
又
は
耐
用
年
数
の
更

な
る
短
縮
を
図
る
こ
と
。

　

な
お
、
今
後
と
も
情
報
通
信
機
器
の

導
入
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
関
連
租

税
特
例
措
置
の
延
長
等
施
策
の
拡
充

並
び
に
新
制
度
の
導
入
等
を
図
る
こ
と
。
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中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と

活
力
の
増
進
を
図
る
た
め
、
次
の
中

小
企
業
税
制
の
一
層
の
拡
充
を
図
る

こ
と
。

　
　

法
人
税
の
中
小
企
業
軽
減
税
率

（一）
の
適
用
所
得
限
度
額
（
現
行
八
百
万

円
）
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
据

え
置
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、

中
小
企
業
の
活
力
あ
る
事
業
活
動
の

展
開
を
積
極
的
に
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
　

退
職
給
与
引
当
金
は
、
負
債
性

（二）
の
引
当
金
で
あ
り
、
そ
の
累
積
限
度

額
は
期
末
退
職
給
与
の
要
支
給
額
の

二
〇
％
で
あ
る
が
、
そ
の
損
金
算
入

さ
れ
る
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。

　
　

事
業
協
同
組
合
等
が
、
平
成
十

（三）
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
終

了
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
、
そ
の

所
得
の
全
部
又
は
一
部
を
保
留
し
た

と
き
は
、
期
末
利
益
積
立
金
額
（
当

該
事
業
年
度
で
保
留
し
た
金
額
を
含

む
。）
が
出
資
総
額
の
四
分
の
一
に
達

す
る
ま
で
、
一
定
金
額
を
損
金
に
算

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
内
部
留

保
を
高
め
、
経
営
基
盤
を
充
実
す
る

た
め
に
は
、
積
立
金
額
を
出
資
総
額

に
達
す
る
ま
で
の
金
額
と
す
る
と
と

も
に
、
損
金
算
入
で
き
る
比
率
を
更

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
活
性

（四）
化
さ
せ
る
た
め
、
法
人
住
民
税
の
法

人
税
割
の
標
準
税
率
を
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、
協
同
組
合
等
の
赤
字
法

人
均
等
割
課
税
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

　
　

我
が
国
経
済
の
活
力
の
源
泉
で

（五）
あ
る
中
小
企
業
が
自
立
的
経
営
の
基

盤
強
化
を
図
る
た
め
、
経
営
の
革
新

や
創
業
・
新
事
業
進
出
を
積
極
的
に

展
開
す
る
上
で
の
優
遇
税
制
の
更
な

る
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

　
　

指
定
都
市
等
で
課
税
さ
れ
て
い

（六）
る
事
業
所
税
は
、
課
税
対
象
か
ら
み

て
固
定
資
産
税
と
二
重
課
税
の
性
格

が
強
く
、
か
つ
、
課
税
主
体
が
地
域

的
に
み
て
偏
在
し
て
い
る
。
公
平
な

税
負
担
と
い
う
視
点
か
ら
も
疑
問
が

あ
り
、
速
や
か
に
廃
止
す
る
こ
と
。

　
　

中
小
法
人
の
軽
減
税
率
の
適
用

（七）
所
得
の
引
き
上
げ
、
中
小
企
業
組
合

税
率
の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
。
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団
地
組
合
等
が
、
組
合
員
の
土
地
・

建
物
を
一
時
的
に
取
得
す
る
場
合
、

登
録
免
許
税
、
不
動
産
取
得
税
の
特

例
措
置
・
軽
減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
中
小
不
動
産
業
者
が
土
地
・

建
物
等
の
所
有
権
の
保
存
登
記
、
移

転
登
記
及
び
抵
当
権
の
設
定
登
記
を

行
う
場
合
、
登
録
免
許
税
、
不
動
産

取
得
税
、
印
紙
税
に
つ
い
て
廃
止
も
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含
め
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


���
�
�
�
�
�
�

　

中
小
企
業
組
合
等
の
経
営
基
盤
強

化
を
図
る
た
め
に
は
、
新
技
術
・
新

商
品
を
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
の
技
術
研
究
用
資
産
取
得
の
た

め
の
費
用
又
は
負
担
金
を
支
出
し
た

場
合
に
は
、
支
出
時
に
損
金
又
は
必

要
経
費
に
算
入
で
き
る
措
置
が
、
十

四
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る
た
め
、

新
技
術
開
発
促
進
の
た
め
に
も
恒
久

的
な
措
置
と
さ
れ
た
い
。

近
代
化
・
高
度
化
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中
小
企
業
高
度
化
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

貸
付
利
率
の
引
下
げ
、
無
利
子

（一）
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　
　

貸
付
手
続
き
の
簡
素
化
、
迅
速

（二）
化
を
図
る
な
ど
、
融
資
条
件
の
改
善

を
図
る
こ
と
。

　
　

既
往
借
入
に
係
る
最
終
返
済
期

（三）
限
の
延
長
、
金
利
低
減
の
適
用
な
ど
、

弾
力
的
な
運
用
を
図
る
こ
と
。

　
　

都
道
府
県
負
担
分
を
起
債
対
象

（四）
事
業
と
し
て
認
め
る
よ
う
改
善
措
置

を
図
る
こ
と
。

　
　

高
度
化
団
地
組
合
に
お
け
る
個

（五）
別
企
業
向
け
貸
付
制
度
（
直
貸
し
）

を
新
た
に
創
設
す
る
こ
と
。

商　

業　

・　

流　

通
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魅
力
あ
る
商
店
街
・
商
業
集
積
づ

く
り
推
進
の
た
め
の
支
援
策
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模
小
売

店
舗
立
地
法
、
改
正
都
市
計
画
法
、

中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
「
街
づ
く

り
三
法
」
を
活
用
し
て
、
空
洞
化
す

る
中
心
市
街
地
の
商
業
機
能
の
活
性

化
、
良
好
な
都
市
環
境
の
確
保
を
図

る
た
め
の
抜
本
的
か
つ
総
合
的
な
中

小
小
売
商
業
振
興
、
活
性
化
対
策
を

講
ず
る
こ
と
。

　
　

Ｔ
Ｍ
Ｏ
計
画
の
策
定
か
ら
実
施

（一）
に
対
し
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
強

力
な
支
援
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

市
町
村
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
制
定
を
促
進
す
る
こ
と
。

　
　

Ｔ
Ｍ
Ｏ
計
画
に
よ
り
計
画
的
な

（二）
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、

農
地
等
を
含
め
た
総
合
的
な
土
地
利

用
の
法
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

　
　

中
小
小
売
商
業
者
（
組
合
）
と

（三）
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
環
境
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
福
祉
、
高

齢
者
等
に
対
応
す
る
事
業
に
対
し
、

支
援
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と
。
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地
元
主
導
型
共
同
店
舗
は
、
県
外

大
型
店
の
影
響
を
受
け
、
大
変
深
刻

な
事
態
に
陥
っ
て
お
り
、
空
き
店
舗

対
策
や
活
力
あ
る
店
舗
運
営
の
た
め
、

一
定
条
件
に
お
け
る
員
外
利
用
の
弾

力
的
な
運
用
並
び
に
商
店
街
活
性
化

シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

等
の
拡
充
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。
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公
正
競
争
・
取
引
を
阻
害
す
る
不

当
廉
売
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
や
過
大
広
告

を
公
正
取
引
委
員
会
は
厳
し
く
監
視

す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
経
営

を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
大

型
店
等
に
よ
る
不
公
平
な
取
引
慣
行

に
つ
い
て
実
態
を
把
握
し
、
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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中
小
企
業
の
更
な
る
物
流
の
効
率

化
、
適
正
な
流
通
コ
ス
ト
へ
の
是
正

を
図
る
た
め
、
事
業
協
同
組
合
等
に

対
す
る
支
援
及
び
助
成
を
含
め
た
抜

本
的
な
流
通
合
理
化
施
策
を
打
ち
出

す
と
と
も
に
、
中
小
企
業
流
通
業
務

効
率
化
促
進
法
の
手
続
の
簡
素
化
等

弾
力
的
な
運
用
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
中
小
小
売
業
に
対
す
る
魅

力
あ
る
リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
機
能
の

発
揮
、
情
報
武
装
化
、
自
社
製
品
の

開
発
、
新
業
態
開
発
な
ど
に
対
す
る

支
援
施
策
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

労　
　

働
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中
小
企
業
の
雇
用
促
進
を
図
る
た

め
に
も
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

雇
用
形
態
の
多
様
化
を
進
め
、

（一）
高
年
齢
者
、
女
性
が
社
会
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
勤
労
者
の
雇
用
・
就
労

の
機
会
を
大
き
く
創
出
す
る
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
に
お
け
る
雇
用
機
会

（二）
創
出
の
た
め
の
支
援
強
化
と
し
て
中

小
企
業
が
構
造
改
革
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
施
策
の
充
実
を
図
る

こ
と
。

　
　

中
小
企
業
に
お
け
る
雇
用
の
ミ

（三）
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、
在
職
者
等
の

職
業
能
力
を
向
上
す
る
た
め
、
職
業

訓
練
制
度
の
拡
充
強
化
及
び
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進
等
を
図
る
こ

と
。
特
に
、
中
小
企
業
に
対
す
る
Ｉ

Ｔ
関
連
の
教
育
訓
練
に
関
す
る
支
援

策
を
積
極
的
に
講
ず
る
こ
と
。

　
　

定
年
延
長
・
再
雇
用
等
高
齢
者

（四）
の
雇
用
機
会
確
保
の
た
め
、
事
業
主

が
行
う
べ
き
諸
条
件
の
整
備
等
に
関

し
必
要
な
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ま
た
、
高
齢
者
自
ら
が
行
う
事
業
創

出
に
つ
い
て
も
、
支
援
措
置
の
拡
充

を
図
る
こ
と
。

　
　

就
業
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
サ
ー

（五）
ビ
ス
経
済
化
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
存
在
意
義

が
単
な
る
補
助
的
、
短
期
的
な
労
働

者
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
主
戦
力
的

な
労
働
者
と
考
え
る
中
小
企
業
が
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
円
滑
な
確
保
を

図
る
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
対
す
る
所
得
税
等
の
非
課
税
限
度

額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　
　

労
働
移
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

（六）
よ
う
教
育
訓
練
施
設
の
更
な
る
拡
充

を
行
う
と
と
も
に
雇
用
保
険
の
抜
本

的
改
正
、
年
金
、
健
康
保
険
制
度
の

見
直
し
な
ど
雇
用
面
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
た
め
万
全
を
期

す
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
か
ら
の
離
職
の
場
合
、

（七）
事
業
主
負
担
に
よ
る
再
就
職
援
助
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
助
成
率
の
引
き

上
げ
、
事
務
手
続
き
の
軽
減
を
図
る

こ
と
。
又
、
雇
い
入
れ
従
業
員
の
対

象
を
常
用
雇
用
に
限
定
し
な
い
な
ど

弾
力
的
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
。
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外
国
人
研
修
生
の
受
入
れ
が
全
国

的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
研

修
生
か
ら
実
習
生
に
移
行
す
る
と
事

業
主
と
雇
用
契
約
を
結
び
社
会
保
険
、

労
働
保
険
を
か
け
る
こ
と
と
な
る
が
、

実
習
制
度
は
二
年
間
の
時
限
で
、
実

習
生
は
帰
国
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

技
能
実
習
生
は
日
本
人
と
同
様
に
雇

用
保
険
、
厚
生
年
金
等
社
会
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
厚
生

年
金
も
帰
国
後
の
手
続
で
返
還
は
可

能
で
あ
る
が
、
本
人
掛
金
の
何
割
か
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が
払
い
戻
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
事
業
主
及
び
実
習
生

に
と
っ
て
社
会
保
険
・
労
働
保
険
の

掛
金
は
負
担
と
な
る
た
め
、
特
例
を

設
け
、
軽
減
措
置
を
図
る
か
適
用
除

外
と
す
る
こ
と
。
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各
種
助
成
金
制
度
の
充
実
と
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
及
び
各
種
制
度
の

周
知
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。
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地
域
別
最
低
賃
金
が
、
そ
の
機
能
・

役
割
を
十
分
果
た
し
て
き
て
い
る
今

日
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
屋
上
屋
で
、

か
つ
設
定
趣
旨
が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
。
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雇
用
保
険
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

中
小
企
業
に
新
た
な
負
担
を
強
い
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
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週
所
定
四
十
時
間
労
働
制
の
定
着

を
推
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業
の
実

態
を
十
分
に
把
握
し
、
労
働
時
間
の

短
縮
が
自
主
的
に
行
え
る
よ
う
環
境

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
取
引
慣
行
の
是
正
等
普
及

啓
蒙
活
動
を
行
い
、
現
行
の
特
例
措

置
に
つ
い
て
は
、
特
例
対
象
業
種
の

特
性
を
踏
ま
え
、
現
行
の
水
準
を
維

持
・
存
続
す
る
こ
と
。

情　

報　

化
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先
に
制
定
さ
れ
た
「
中
小
企
業
Ｉ

Ｔ
化
推
進
計
画
」
を
着
実
に
実
現
す

る
た
め
に
次
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
組
合
等
の
連
携
組
織

（一）
を
活
用
し
た
取
組
み
が
効
果
的
で
あ

り
、
高
速
で
安
価
な
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
等
、
一
層
の
支
援
を
図
る
こ
と
。

　
　

中
小
企
業
者
及
び
従
業
員
の
人

（二）
材
育
成
に
は
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
と
り
わ
け
中

高
年
従
業
員
の
情
報
化
対
応
力
の
強

化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
参
加
し
や
す
い
形
態
で

の
研
修
会
の
開
催
、業
種
特
性
に
対
応

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
等
支
援
施

策
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
が

（三）
急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
中
小
企
業

が
Ｉ
Ｔ
革
命
や
電
子
商
取
引
へ
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
支
援
策
等
の

一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
税
制
・
金
融
上
等
に
お
け
る
優

遇
措
置
を
講
じ
、
事
業
の
経
営
革
新

が
速
や
か
に
図
れ
る
よ
う
総
合
的
な

支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　

中
小
卸
売
業
者
が
流
通
構
造
の

（四）
急
激
な
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
、
商
品
開

発
、
電
子
商
取
引
を
活
用
し
た
新
業

態
開
発
等
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の

支
援
措
置
を
拡
充
･
強
化
す
る
こ
と
。
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中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
対
応
を
促
進
す

る
た
め
、
組
合
等
情
報
化
助
成
策
の

一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
等
の
情
報
化
促
進
対
策
の

一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
等
の
身
近

な
情
報
化
事
例
と
し
て
、
ま
た
、
体

験
の
機
会
と
し
て
の
効
果
が
大
き
い

た
め
、
中
小
企
業
組
合
等
の
情
報
化

促
進
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
情
報

関
連
機
器
の
導
入
に
対
す
る
助
成
制

度
を
設
け
る
こ
と
。

環　
　

境
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地
球
環
境
保
護
や
安
全
対
策
に
係

る
社
会
的
規
制
が
急
速
に
強
化
さ
れ

る
中
で
、
中
小
企
業
が
環
境
・
安
全

問
題
に
円
滑
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
次
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　

事
業
協
同
組
合
等
が
共
同
で
運

（一）
営
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
、
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
等
の
技
術
開
発
に
対

し
、
従
来
の
創
造
技
術
研
究
開
発
費

補
助
金
制
度
、
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク

ル
支
援
法
等
支
援
施
策
の
充
実
整
備

を
図
る
こ
と
。

　
　

一
般
公
害
防
止
用
設
備
、
再
商

（二）
品
化
設
備
、
特
定
再
生
資
源
利
用
製

品
製
造
設
備
、
再
生
資
源
利
用
製
品

設
備
、
廃
棄
物
再
生
利
用
設
備
取
得

の
た
め
の
固
定
資
産
税
を
軽
減
す
る

こ
と
。

　
　

各
業
界
組
合
が
取
り
組
む
廃
棄

（三）
物
の
資
源
化
事
業
等
に
対
す
る
補
助

金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

　
　

地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
産
業

（四）
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
確
保
・
設

置
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
。

　
　

環
境
保
全
型
の
製
品
開
発
等
に

（五）
積
極
的
に
取
組
む
中
小
企
業
に
対
し
、

技
術
開
発
支
援
や
設
備
投
資
資
金
等

の
助
成
な
ど
支
援
策
を
強
化
す
る
こ

と
。

　
　

中
小
企
業
が
、
環
境
・
安
全
問

（六）
題
へ
の
対
応
を
円
滑
か
つ
的
確
に
実

施
で
き
る
よ
う
一
層
の
予
算
・
金
融
・

税
制
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

既
存
製
品
と
の
調
和
を
図
り
つ

（七）
つ
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
需
要
拡
大

を
促
進
す
る
こ
と
。
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容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
や
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
種
類
別
個
別
法

の
先
行
実
施
に
よ
っ
て
消
費
者
や
事
業

者
の
責
任
意
識
に
温
度
差
が
生
じ
、

３
Ｒ（
リ
ユ
ー
ス
、リ
デ
ュ
ー
ス
、リ
サ
イ

ク
ル
）
意
識
の
浸
透
も
遅
れ
気
味
で
あ

る
。
束
ね
法
で
あ
る
循
環
型
社
会
形

成
推
進
基
本
法
に
よ
る
基
本
計
画
を

一
刻
も
早
く
策
定
し
、
受
益
者
負
担

意
識
の
統
一
、徹
底
を
図
る
と
と
も
に

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、推
進
企
業
に
対
す

る
社
会
的
評
価
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

そ　

の　

他
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少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
国
に

お
い
て
は
、
公
的
年
金
制
度
の
本
格

的
見
直
し
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
高
齢
者
の
増
加
で
年
金
額
が

膨
ら
む
一
方
、
減
り
続
け
る
現
役
世

代
へ
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
次

の
よ
う
な
改
革
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

定
年
延
長
・
年
金
支
給
方
法
及

（一）
び
再
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
の
抜
本

的
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
（
二
）
各
業
界
ご
と
に
組
織
し
て
い

る
健
康
保
険
組
合
が
高
齢
者
、
介
護

保
険
等
の
負
担
増
に
よ
り
赤
字
決
算

の
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
各
事
業

者
や
個
人
保
険
料
の
値
上
げ
に
よ
る

負
担
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
業
界

の
健
康
保
険
組
合
等
に
お
い
て
は
、

破
綻
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
的

な
改
革
を
講
じ
る
こ
と
。
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現
行
研
修
生
受
入
組
合
の
組
合
員

企
業
の
受
入
れ
人
数
枠
の
拡
大
を
図

る
こ
と
。
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直
需
ユ
ー
ザ
ー
の
獲
得
に
向
け
て

県
自
動
車
車
体
整
備　

・
保
証
書
等
の
交
付
始
め
る

（協）

　

岐
阜
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同

組
合（
川
島
徹
理
事
長
）は
、鈑
金
・

塗
装
に
お
け
る
直
需
ユ
ー
ザ
ー（
一

般
顧
客
）獲
得
策
と
し
て「
修
理
保

証
書
」と「
車
体
修
理
記
録
簿
」の
交

付
に
取
り
組
ん
で
い
る
。昨
年
十
一

月
以
来
、組
合
員
が
随
時
交
付
を
始

め
て
お
り
、事
業
場
に
は�
の
ぼ
り
�

も
立
て
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

組
合
は「
非
組
合
員
と
の
差
別
化

を
図
る
手
段
と
し
て
こ
れ
ら
を
活

用
し
、信
頼
の
あ
る
事
業
場
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。ま
た
、デ
ィ
ー
ラ
ー

等
を
介
さ
ず
修
理
す
る
こ
と
は
、組

合
員
だ
け
で
な
く
ユ
ー
ザ
ー
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。修
理
の
際
は
ぜ

ひ『
の
ぼ
り
』の
あ
る
事
業
場
を
利
用

し
て
欲
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

同
組
合
は
、各
種
技
術
研
修
の
ほ

か「
見
積
講
習
会
」「
フ
ロ
ン
ト
マ
ン

研
修
」な
ど
人
材
育
成
に
も
積
極
的

で
、「
保
証
書
等
の
交
付
に
よ
り
組

合
員
の
技
術
や
資
質
向
上
に
も
つ

な
が
れ
ば
」と
期
待
し
て
い
る
。

山
支
部
）▽
岐
阜
市
長
賞
＝
谷
本
建

�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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�

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

県
建
具
工
業　

・『
県
優
良
建
具
展
示
会
』

（協）

　

岐
阜
県
建
具
工
業
協
同
組
合（
竹

中
芳
弘
理
事
長
）は
、五
月
二
十
五

日
か
ら
四
日
間
、各
務
原
市
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
で『
第　

回
岐
阜
県
優

32

良
建
具
展
示
会
』を
開
催
し
た
。

　

展
示
会
に
は
、県
内
の
四
十
四
社

が
、障
子
戸
や
衝
立
な
ど
レ
ベ
ル
の

高
い
凝
っ
た
も
の
を
多
数
出
展
。ま

た
、六
月
八
日
か
ら
三
日
間
、新
潟

市
で
開
催
さ
れ
た「
全
国
建
具
展
示

会
」へ
の
出
品
作
も
選
ば
れ
た
。上

位
五
点
は
次
の
と
お
り
。

▽
中
部
経
済
産
業
局
長
賞
＝
郡
上

八
幡
工
芸
た
に
ぐ
ち（
郡
上
支
部
）

▽
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
＝
正
村

建
具
店（
岐
阜
支
部
）▽
知
事
賞
＝

小
寺
木
工
所（
揖
斐
支
部
）▽
県
議

会
議
長
賞
＝
田
本（
春
）建
具
店（
高

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

県
家
具
工
業（
工
組
）・『
二
〇
〇
一
新
作
家
具
見
本
市
』

具
店（
高
山
支
部
）

　

岐
阜
県
家
具
工
業
組
合（
野
田
豪

一
理
事
長
）は
、六
月
十
九
日
か
ら
三

日
間
、羽
島
市
民
会
館
で「
二
〇
〇
一

年
岐
阜
県
家
具
新
作
見
本
市
」を
開

催
し
た
。

　

今
回
の
見
本
市
は
、例
年
の
中
部

四
県
で
の
合
同
開
催
で
は
な
く
岐
阜

県
単
独
で
開
催
し
た
。県
内
の
メ
ー

カ
ー
十
一
社
が
、リ
ビ
ン
グ
製
品
を
中

心
に
春
の
新
作
約
六
百
種
類
を
展
示

し
、同
組
合
は「
小
売
店
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
、直
販
を
行
う
こ
と
に
よ

り
需
要
拡
大
を
狙
う
」と
話
し
て
い

た
。会
場
が
岐
阜
羽
島
駅
か
ら
近
い

こ
と
も
あ
り
、全
国
か
ら
多
数
の
バ
イ

ヤ
ー
ら
が
訪
れ
、商
談
を
行
っ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

県
遊
技
業　

・『
不
正
情
報
一
一
〇
』設
置

（協）

　

岐
阜
県
遊
技
業
協
同
組
合（
星
山

恵
一
理
事
長
）は
、全
日
本
遊
技
事

業
協
同
組
合
連
合
会（
全
日
遊
連
）

と
共
同
で
、健
全
経
営
推
進
と
不
正

防
止
を
目
的
に
、六
月
十
五
日
か
ら

『
不
正
情
報
一
一
〇
番
』を
設
置
し

て
い
る
。

　

立
ち
入
り
調
査
に

同
意
し
て
い
る
県
内

の
組
合
員
三
百
四
十

店
舗
に
、情
報
提
供

を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
、店

舗
の
不
正
な
営
業
や

不
法
集
団
に
よ
る
不

正
な
遊
技
等
に
関
す

る
情
報
を
Ｅ
メ
ー

ル
や
電
話
等
で
寄
せ
て
も
ら
う
。

　

ま
た
同
組
合
で
は
、不
正
情
報
の

集
計
・
分
析
、不
正
の
疑
い
の
あ
る

ホ
ー
ル
に
対
し
注
意
・
警
告
す
る
と

と
も
に
、必
要
に
応
じ
て
警
察
に
通

報
し
、全
日
遊
連
と
共
同
で
立
ち
入

り
検
査
等
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

�
�
�
��

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


���



　

岐
阜
県
労
務
管
理
モ
デ
ル
集
団

協
会（
後
藤
利
夫
会
長
）『
第　

回
通

28

常
総
会
』（
五
月
十
八
日
・
ぎ
ふ
長
良

川
ハ
イ
ツ
）＝
平
成
十
二
年
度
決
算
、

十
三
年
度
予
算
な
ど
三
議
案
を
審

議
、承
認
。主
な
事
業
は
人
材
確
保

や
雇
用
環
境
等
に
関
す
る
研
修
会

の
開
催
や
調
査
研
究
、会
員
企
業
の

労
務
管
理
水
準
の
向
上
を
図
る
た

め
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

な
お
、当
協
会
で
は
新
規
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。加
入
資
格
は
不

問
。お
問
い
合
わ
せ
は
中
央
会
・
調

査
労
働
チ
ー
ム【
〇
五
八（
二
七
七
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

総
会
に
併
せ
て
研
修
会
・
視
察
研
修
も

管
設
備
工
業　

）▽
副
部
会
長
＝
村

（協）

瀬
恒
治（
大
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

造
土
木　

）ほ
か
五
人　

▽
監
査
委

（協）

員
＝
堀
広
美（
岐
阜
県
室
内
装
飾
事

業　

）ほ
か
一
人

（協）

　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士
協
会

（
澤
野
美
得
会
長
）『
第　

回
通
常
総

24

会
』（
六
月
七
日
・
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

＝
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
、平
成

十
三
年
度
事
業
計
画
、役
員
改
選
な

ど
五
議
案
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
。

な
お
、役
員
改
選
で
は
全
員
が
再
任

さ
れ
た
。

　

▽
会
長
＝
澤
野
美
得（
川
崎
岐
阜

　

）▽
副
会
長
＝
横
山
照
雄（
岐
阜

（協）県
板
金（
工
組
））、加
納
幹
也（　
（協）

ケ
ー
エ
ス
ジ
ー
）

　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会（
安
江

�
�
�
�
�
�
�
�

一
一
〇
三
】ま
で
。

　

岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会

（
戸
島
一
博
部
会
長
）『
第　

回
定

24

会
』（
六
月
六
日
・
ふ
れ
あ
い
会
館
）

＝
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
・
収
支

予
算
、役
員
改
選
な
ど
五
議
案
に
つ

い
て
審
議
・
承
認
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、官
公
需

確
保
、公
共
工
事
に
関
す
る
研
修
会

等
の
開
催
、情
報
収
集
及
び
提
供
の

ほ
か
、関
係
方
面
へ
の
建
議
・
陳
情
・

請
願
を
行
う
。な
お
、役
員
改
選
で

は
全
員
が
再
任
さ
れ
た
。

　

▽
部
会
長
＝
戸
島
一
博（
岐
阜
県

政
弘
会
長
）『
第　

回
通
常
総
会
』

25

（
六
月
八
日
・
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
）＝
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、平
成
十
三
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
四
議
案
を
審

議
・
承
認
。

　

今
年
度
の
重
点
事
業
は
①
食
品
関

連
の
法
令
・
規
制
に
関
す
る
情
報
収

集
・
提
供
②
先
進
企
業
視
察
研
修
等

を
実
施
す
る
な
ど
人
材
養
成
・
確
保

事
業（
研
修
会
・
講
習
会
）へ
の
支
援

③
市
場
開
拓
の
促
進
④
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
―
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

岐
阜
県
電
機
工
業
会（
内
藤
哲

（社）
男
会
長
）『
第　

回
通
常（
決
算
）総

24

会
・
視
察
研
修
』（
六
月
二
十
九
日
・

石
川
県
）＝
視
察
先
は　

ソ
デ
ィ
ッ

（株）

ク
。ま
た
、三
月
三
十
一
日
の『
第　
23

回
通
常（
予
算
）総
会
』で
は
役
員
改

�
�
�
�
�
�
�
�
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選
を
行
い
、三
役
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
会
長
＝
内
藤
哲
男（
内
藤
電
機

　

）▽
副
会
長
＝
日
比
利
雄（　

エ

（株）

（株）

ヌ
ビ
ー
シ
ー
）、長
瀬
幸
泰（　

ナ
ガ

（株）

セ
イ
ン
テ
グ
レ
ッ
ク
ス
）

�
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情
産
協
・
通
常
総
会
及
び
研
修
会

　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
（
辻
正

（社）
会
長
）『
平
成
十
三
年
度
第
１
回
通

常
総
会
』（
六
月
十
八
日
・
長
良
川

ホ
テ
ル
）
＝
総
会
で
は
、
平
成
十
二

年
度
決
算
関
係
議
案
を
審
議
し
、
承

認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
後
、
当
協
会
が
県

か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
た
「
情

報
化
投
資
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、

　

ソ
フ
ィ
ア
総
合
研
究
所
の
安
達

（株）

寛
代
表
取
締
役
を
招
き
、
当
該
事
業

の
結
果
報
告
を
行
っ
た
。

　

安
達
氏
は
「
企
業
や
組
合
は
情
報

化
投
資
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い

る
が
具
体
的
な
取
組
み
方
が
分
か

ら
ず
危
機
感
も
持
っ
て
い
る
。
中

立
・
公
正
な
立
場
で
専
門
的
助
言
を

行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
不
可

欠
」
な
ど
と
情
報
化
の
現
状
を
説
明

し
た
。

�
…『
団
体
安
全
衛
生
活
動
援
助
事
業
』ご
案
内：

従
業
員　

人
未
満
の
製
造
業
を
主
た
る
構
成
員
と
す
る
団
体
に
対
し
、安
全
衛
生
活
動
の
促
進
に
必
要
な

50

経
費
等
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。詳
し
く
は
、中
小
企
業
安
全
衛
生
推
進
セ
ン
タ
ー〔
�
〇
三（
三
四
五
二
）六
八
四
一
〕ま
で
。
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

人員の削減か人材の育成か
岐阜県WV（ウエストヴァージニア）州駐在員　酒　井　　弘　貴

アメリカでは人材育成に力を注ぐ企業が増えている。

経費削減
　最近、こちらの新聞・テレビでは長引く景気低迷の
ため、企業が経費削減策に頭を抱えているニュースを
よく見かける。たとえば、各種会議へ出張の際の飛行
機のクラスをファーストからビジネスにビジネスからエ
コノミーにと、座席クラスの格下げを行っているのは、
日本でもおなじみだが、それにとどまらず、会議のため
にコストがかかる高級ホテルなどの利用を避けて、より
安い施設を使ったり、インターネットを利用した自社の
デジタル会議室を支社ごとに増設し、それを会議毎に
利用して出張自体をなくしてしまう企業が相次いでい
る。

ネットバブル崩壊
　さらに、もっとも多く見られるのが、人員の削減で、統
計によると全米の今年前半の解雇数だけで、すでに
昨年全体の解雇件数を上回ったという数字がでてき
ている。中でもとくに著しいのがＩＴ関連企業で、ネッ
トバブルの崩壊からか、昨年の５月から今年の５月ま
でにすでに１０万人が解雇されたようである。また、解
雇まではいかなくても、ある程度年齢を超えた労働者
を対象に、様 な々特典を付与して早期退職を奨励して
いる企業も多い。この早期退職は、労働者にとっては、
解雇や通常の退職に比べ条件がよく、また、企業に
とっても最終的には社員の意思を尊重できるので、会
社に対する世間のイメージを悪くしないですむため、
不景気時には人員削減方法としてこの国では、よく見
られるそうだ。この方法は、転職を頻繁に行うアメリカ

人（平均雇用年数は５年
以下と唱える学者もいる）
にとってはまさに適した方
法なのかもしれない。
不景気こそ人材を大切に
　しかし一方では、そのよ
うなベテラン社員の大幅な
減少は、一時凌ぎであって、
後々、その企業にとってはマイナス的要因が強くなると
言う見方も強い。経験者がいなくなるということは、これ
まで、その会社が乗り越えてきた数々の苦難を知る人
材がいなくなることであり、その手腕を若手社員に継
承していくことができないし、これまで彼らが培ってき
た人脈など金銭では代えることができない信頼関係
を失うことにもなりかねないからである。そういった中
で、不景気な今だからこそ、社員を大切に育成してい
こうという企業も現れている。

未来の人材不足に備え
  アメリカでは、今から約２０年後には、３０歳代半ばか
ら４０歳代半ばのいわば、働きざかりの人口が２割ほ
ど減少すると予想されているので、そういった企業は
その時に人材不足に陥らないように、優秀な人材を今
から育成・確保していくねらいである。つまり、いつでも
取り替えることができる新たな技術や道具に投資する
よりも、時間をかけてでも自社から優秀な人材を育て
ていくほうが得策だと考えられ始めているのだ。その
ため、社員に対して頻繁に研修を行う企業が増加し
てきている。内容としては、専門技術を身につけさせた
り、さらにその技術に磨きをかける上級の研修プログラ
ムが準備されている。その他、顧客とのコミュニケー
ションのとり方や高度なコンピュータ操作習得等も定
期的に行われている。さらに、こちらでは、e-learningの
環境が充実しているので、業務終了後に大学の授業
をインターネットで受講させるなど、このような従業員
研修にかなりの費用を負担している企業も珍しくない。
　日本ではここ数年多くの企業が新規採用の職員を
大幅に削減したり、もしくは採用しなかったりという傾向
がみられるが、若手人口の減少が懸念される今後の
ことを見据えると不況な今だからこそ、将来活躍でき
る人材を育成・確保していく必要があるのではないだ
ろうか。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（5月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

5月景況調査

　

機
械
関
係
、木
材
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
比

較
的
堅
調
な
需
要
量

の
あ
っ
た
業
種
に
も
需

要
減
少
が
強
ま
り
、販

売
価
格
の
下
降
、各
業

種
の
業
況
悪
化
が
一

後
退
す
る
景
況

需
要
減
少
業
種
が
拡
大

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
五
月
の
特
色
』と『
八
月
ま
で
の
景
況

の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
五
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
後
退
局
面
に
入
る
②
需
要

減
少
業
種
が
拡
大
③
低
価
格
輸
入
品
の
影
響
が

拡
大
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

36

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
2
ポ
イ
ン

38

ト
の
改
善
で
あ
る
が
、二
ヵ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

　

ポ
イ
ン
ト
後
半
レ
ベ
ル
が
続
き
、景
況
は
再
び

30下
降
局
面
に
入
っ
た
動
向
と
な
っ
て
い
る
。

段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

需
要
の
減
少
、輸
入
品
の
増
加
、低
価
格
、競
争
激

化
な
ど
、厳
し
い
環
境
条
件
の
緩
和
材
料
が
全
く
見
ら

れ
ず
企
業
経
営
は
益
々
厳
し
く
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
〔
八
月
ま
で
の
見
通
し
〕八
月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績
に

48

対
し　

ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。季
節
変
動
に
加
え
、長
引

10

く
不
況
に
よ
る
消
費
者
の
買
い
控
え
、低
価
格
指
向
等

に
よ
り
季
節
要
因
へ
の
期
待
は
薄
い
。季
節
要
因
の
影

響
が
少
な
い
木
材
・
木
製
品
、機
械
・
金
属
、建
設
業
も

さ
ら
に
厳
し
く
、総
合
的
に
景
況
は
一
段
と
後
退
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△▲▲プ ラ ス チ ッ ク
→▲△▲▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
→△△○△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△▲タ イ ル
→△△△▲窯 業 原 料
→▲△△△耐 火 れ ん が
→▲▲▲△石　 　 灰
→△△▲▲生　 コ　 ン
→△△▲▲砂 利 生 産
→▲▲▲▲砕 石 生 産
→△△▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△△△刃物等金属製品 （内需） 
→△▲△△メ　 ッ　 キ
→▲△▲△機 械 金 属
→△▲▲▲金　 　 型
→△△△▲機械工具・工作機械
→△△△△電 気 機 械 器 具
→△△○△輸 送 機 器
→△△▲▲各種物産品（観　 光）
→▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
→▲－▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→△－－▲家 電 機 器 販 売

→△△△△メ ガ ネ 販 売
→△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△▲▲味 噌 ・ 醤 油
→▲△△△豆 腐 製 造
→△▲△▲食 肉 （ 国 産 ）
→△▲△△菓　 　 子
→△△△△米　 　 菓
→▲▲▲▲酒　 　 造
→△▲▲▲米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△△△織 物 染 色
→▲▲▲▲ニ ッ ト 工 業
→△△△△毛　 織　 物
→△○○○合 成 繊 維 織 物
→△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△▲▲靴　 　 下
→▲△▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
→▲▲△△婦 人 ・ 子 供 服
→▲▲▲▲縫　 　 製
→▲▲▲▲製　 　 材
→▲▲▲▲銘　 　 木
→△△△△集　 成　 材
→▲△△△家 具 （ 美 濃 ）
→▲▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
→▲▲▲▲東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→△△△△特　 殊　 紙
→▲▲▲▲紙　 加　 工
→△△▲▲印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△△▲共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲－△△大 垣 市 商 店 街
→△△△△多 治 見 市 商 店 街
→△△○○恵 那 市 商 店 街
→▲－▲▲高 山 市 商 店 街
→△△▲▲車 体 整 備
→▲－○○タ イ ヤ 整 備
→△△△○長 良 川 畔 旅 館
→△△○○下 呂 温 泉 旅 館
→△△△○高 山 旅 館
→▲－▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲▲▲▲広 告 美 術
→△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△映 像 制 作
→▲▲▲▲飲　 食　 業
→▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△△△△鋼 構 造 物
－－－－－電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△△△建 築 板 金
→▲▲△▲建　 　 具
→△▲△△産直住宅（付知地区）
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△▲▲▲貨 物 運 送 （ 県 域 ）
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組
合
事
務
局
の
方
々
に
は
、
昨
今

の
経
済
状
況
の
悪
化
の
し
わ
寄
せ

と
し
て
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

東
濃
地
域
の
陶
磁
器
並
び
に
陶

磁
器
関
連
産
業
は
、
ど
の
組
合
に

あ
っ
て
も
、
組
合
員
数
が
減
少
し
、

安
定
収
入
で
あ
る
賦
課
金
の
減
少

と
、
出
資
金
の
払
い
戻
し
の
資
金
調

達
に
苦
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
内
で
は
、
組
合
に

入
っ
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
な

ど
の
意
見
も
聞
か
れ
、
厳
し
い
中
で

日
常
業
務
を
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
組
合
事
務
局
と

し
て
何
が
で
き
る
か
、
何
が
必
要
か
、

何
を
変
え
る
べ
き
か
を
日
々
考
え

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

縁
が
あ
っ
て
、
今
の
職
場
に
勤
め

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
自
分
に
と
っ

て
、
大
事
な
組
合
で
あ
り
、
大
事
な

産
業
で
あ
る
こ
と
を
再
度
認
識
し
、

組
合
員
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
常

に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
組
合
執
行
部
が
考
え
る
こ
と
」

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
役
員
は
、
そ

会
議
や
演
劇
、
演
奏
会
等
に
利
用
で

き
る
。
飛
騨
の
芸
術
や
生
活
文
化
の

常
設
展
示
室
を
備
え
た
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
温
故
知
新
」
等
が
あ
り
、
七

月
二
十
六
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
導
入
の
経
緯
は
、

同
セ
ン
タ
ー
に
は
乗
用
車
百
五
十

台
分
の
駐
車
場
し
か
な
く
、
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
課

題
と
な
り
、
そ
こ
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
投
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　

こ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、�
遊
び
と

素
朴
さ
�
を
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、

　

こ
の
た
び
、
中
部
経
済
産
業
局
よ

り
「
名
古
屋
南
部
地
域
の
道
路
交
通

環
境
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
国

道
二
十
三
号
等
の
交
通
量
低
減
の
た

め
、
荷
主
事
業
者
、
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
及
び
自
ら
保
有
す
る
自
動

車
に
よ
り
運
送
を
行
う
事
業
者
（
以

下
「
関
係
事
業
者
」
と
い
う
）
の
皆

様
方
へ
の
迂
回
交
通
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
事
項
に
関
し
て
自
主
的

か
つ
積
極
的
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
道
二
十
三
号
等
、
沿
道
に
多
く

の
住
宅
を
抱
え
る
道
路
を
通
行
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、

１
、
交
通
集
中
を
緩
和
す
る
た
め

　

関
係
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
等
を
利
用
等
、

多
様
な
経
路
選
択
に
よ
る
迂
回
輸
送

の
促
進
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
、
貨
物
輸
送
を
よ
り
一
層
効
率
化

す
る
た
め

　

関
係
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

①
最
大
積
載
量
に
よ
る
輸
送
、
②
交

錯
輸
送
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
共

同
配
送
の
推
進
及
び
空
車
の
削
減
を

図
る
た
め
の
帰
り
荷
の
確
保
等
、
積

載
効
率
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
荷
主
事
業
者
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
発
注
の
計
画
化
及
び
発
注

量
の
平
準
化
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輸
送
距
離
、
使
用
車
両
等
の
削
減
の

促
進
、
輸
送
需
要
の
的
確
な
把
握
に

基
づ
く
積
合
せ
輸
送
の
促
進
、定
時
・

定
ル
ー
ト
配
送
の
確
立
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

東
濃

支
所
だ
よ
り

事
務
局
の
苦
悩
と
期
待
像

高
山
を
走
る
広
告
塔

��
�
�
��
�

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
平
田
達
彦

　

こ
の
夏
、
高
山
市
に
県
の
『
飛
騨
・

世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
』
が
オ
ー

プ
ン
す
る
が
、
県
は
市
の
中
心
部
と

同
セ
ン
タ
ー
を
結
ん
で
特
注
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
る
計
画
で
、
セ

ン
タ
ー
の
�
動
く
広
告
塔
�
と
な
る

よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
バ

ス
を
発
注
し
た
。
運
行
は
、
高
山
市

内
の
濃
飛
バ
ス
に
委
託
し
、
七
月
下

旬
に
発
車
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
イ
ベ
ン
ト
・
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
中
核
と
し

た
複
合
文
化
施
設
で
、
広
さ
一
千
九

百
六
十
�
、
収
容
人
員
二
千
人
で
、

の
役
員
を
動
（
提
案
）
か
す
の
が
事

務
局
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

付
け
加
え
ま
す
と
、
我
が
中
央
会

も
「
特
殊
法
人
」
と
し
て
整
理
、
統

合
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
存
在
意

義
を
ど
う
表
現
し
て
い
く
か
、
ど
う

評
価
さ
れ
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま

す
。

「
名
古
屋
南
部
地
域
の
道
路
交
通

環
境
対
策
の
推
進
」に
ご
協
力
を

乗
車
定
員
三
十
五
人
、
車
椅
子
二
台

収
容
可
能
と
い
う
条
件
で
県
が
発

注
し
、
七
月
中
旬
に
引
き
渡
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
バ
ス
の
運
行
は
、
セ

ン
タ
ー
手
前
の
『
ま
つ
り
の
森
』
ま

で
の
路
線
を
延
長
し
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅

前
〜
上
三
之
町
の
古
い
街
並
み
〜

セ
ン
タ
ー
を
一
日
五
往
復
さ
せ
る
。

　

し
か
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
投
入

し
て
も
駐
車
場
不
足
の
解
消
は
難

し
く
、
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
に
は
飛
騨

総
合
庁
舎
を
開
放
し
て
セ
ン
タ
ー

行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
し

て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
山
は
�
話

題
を
提
供
す
る
街
�
で
あ
る
。
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日　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会

18

（社）

平
成　

年
度
第
1
回
通
常
総
会

13

（
長
良
川
ホ
テ
ル
）

　

日　

平
成　

年
度
中
部
経
済
産
業

22

13

局
官
公
需
適
格
組
合
審
査
諮
問

　

委
員
会（
中
部
経
済
産
業
局
）

　

日　

正
副
委
員
長
合
同
専
門
委

26
員
会（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　
　

岐
阜
県
電
機
工
業
会
第

29

（社）

　

回
通
常
総
会
及
び
視
察
研
修

24（
福
井
県
・
石
川
県
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

第　

回
通
常
総
会（
ホ
テ
ル
パ
ー

24
ク
）

8
日　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会

第　

回
通
常
総
会（
グ
ラ
ン

25
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
連

13
絡
会
議（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

中
央
会
会
費
納
入
の
お
願
い

　

岐
阜
県
は
、長
引
く
景
気
低
迷
の

中
、県
地
域
経
済
特
別
対
策
の
一
環

と
し
て
、中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
経

営
の
安
定
及
び
活
性
化
を
支
援
す

る
た
め
、融
資
利
率
を
一
律
〇
・
一

％
引
下
げ
ま
し
た
。（
一
部
資
金
を

除
く
。）県
制
度
融
資
の
融
資
利
率

は
過
去
最
低
を
更
新
し
て
お
り
、主

な
資
金
と
し
て「
経
済
変
動
対
策
資

金
」及
び「
Ｉ
Ｔ
関
連
投
資
促
進
資

金
」は
一
・
六
％
が
一
・
五
％
へ
引
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。両
資
金
と
も
全
国

調
整
チ
ー
ム【
〇
五
八（
二
七
七
）一

一
〇
〇
】ま
で
。

事
務
所　

雇
用
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー　

北
川
恵
美　

氏

【
対
象
者
】組
合
役
職
員
、事
業
主
及

び
人
事
労
務
担
当
者

【
お
申
込
み
等
】中
央
会
・
調
査
労
働

チ
ー
ム
T
E
L：

〇
五
八（
二
七

七
）一
一
〇
三

三
位
の
低
利
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
改
定
日
】平
成
十
三
年
六
月
二
十

五
日（
月
）

【
貸
付
対
象
】中
小
企
業
者
等
の
事

業
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
設
備

資
金
及
び
運
転
資
金

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】県
庁
経
営
支
援

課
T
E
L：

〇
五
八（
二
七
二
）一

一
一
一〔
内
線
三
〇
七
六
、三
〇
七

七
〕又
は
県
の
現
地
機
関：

各
地
域

農
林
商
工
事
務
所
産
業
労
働
課

【
融
資
申
込
先
】県
内
金
融
機
関

�
…【
使
用
者
の
皆
さ
ん
へ
】使
用
者
は
、労
働
基
準
法
に
よ
り
労
働
者
の
労
働
時
間
を
適
切
に
管
理
す
る
責
務
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
�
労
働
者
の
労
働
時
間
の
適
切
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
基
準
�の
尊
重
を
。　

〜
岐
阜
労
働
局
〜

　
〈
六
月
中
〉

5
日　

第
9
回
全
国
商
店
街
お
か

み
さ
ん
交
流
サ
ミ
ッ
ト　

岐
阜

in

（
長
良
川
国
際
会
議
場
）

6
日　

第　

回
岐
阜
県
建
設
関
連

24

業
団
体
部
会
定
会（
ふ
れ
あ
い
会

館
）

7
日　

平
成　

年
度
第
1
回
エ
ン

13

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
研
修
会（
ふ

れ
あ
い
会
館
）

　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士
協
会

退
職
金
で
豊
か
な
生
活

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

融
資
利
率
を
引
下
げ

県
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

　

中
央
会
で
は
、先
の『
第　

回
通
常

46

総
会
』で
会
員
の
皆
様
方
に
ご
承
認

い
た
だ
き
ま
し
た「
平
成
十
三
年
度

会
費
」に
つ
い
て
、岐
団
中
第
四
三
五

号
・
七
月
四
日
付
け
文
書
に
て
会
費

の
ご
請
求
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

厳
し
い
経
済
環
境
の
折
、誠
に
恐
縮

に
存
じ
ま
す
が
、九
月
末
日
ま
で
に

納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、勝
手
な
が
ら
振
込
依
頼
書

の
振
込
金
受
取
書
を
も
っ
て
領
収
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、特

に
領
収
書
を
必
要
と
さ
れ
ま
す
場

合
は
、本
会
の
領
収
書
を
発
行
致
し

　

中
央
会
で
は
、『
職
場
に
お
け
る

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
た
め
に
』を
テ
ー
マ
に
労
働
問
題

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。こ
の
研
修

会
は
、セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
法
律
上
の
判
断
基
準
や

解
釈
、雇
用
管
理
上
配
慮
す
べ
き
事

項
等
、基
礎
的
知
識
や
防
止
対
策
を

効
果
的
に
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】八
月
二
十
九
日（
水
）　

十

四
時
〜
十
六
時

【
場
所
】サ
ン
ピ
ア
岐
阜　

二
階「
伊

吹
」

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
防
止

「
労
働
問
題
研
修
会
」開
催

ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
会
・
管
理

【
講
師
】　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜

（財）
21

　

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。（
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
掛
金

助
成
制
度
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。）

　

▼
掛
金
は
税
法
上
、全
額
非
課
税

　

▼
加
入
前
の
過
去
勤
務
期
間
や

転
職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き
ま
す
。

　

▼
福
利
厚
生
施
設
設
置
等
の
た
め

の
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共
制

度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部【
〇
三（
三
四
三
六
）〇
一

五
一
】、中
央
会
・
調
査
労
働
チ
ー
ム

【
〇
五
八（
二
七
七
）一
一
〇
三
】ま
で
。
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こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
県
内
企
業
、

県
試
験
研
究
機
関
等
の
先
端
科
学

技
術
に
関
す
る
研
究
基
盤
を
醸
成

し
、
研
究
開
発
能
力
の
向
上
と
研
究

者
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
今
年
は
「
先
端
情
報
技

術
と
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
十
三
年
八
月
三
十
日

（
木
）
十
三
時
十
分
〜
十
八
時

【
場
所
】
多
治
見
市
文
化
会
館　

（
多
治
見
市
十
九
田
町
二
丁
目
八

番
地
）

【
内
容
】《
第
一
部
》
基
調
講
演：

「
Ｉ
Ｔ
革
命
と
経
済
再
生－

生
活

産
業
創
出
の
す
す
め－

」東
大
先
端

科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教

授
（
労
働
経
済
）
島
田
晴
雄
氏

《
第
二
部
》
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン：

「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た　

世
２１

紀
型
産
業
」〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕

東
大
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
（
生
体
機
能
工
学
）
軽
部

征
夫
氏
〔
パ
ネ
ラ
ー
〕
東
大
先
端
科

学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授

（
労
働
経
済
）
島
田
晴
雄
氏
、
同
セ

ン
タ
ー
教
授
（
応
用
情
報
工
学
）
安

田
浩
氏
、
同
セ
ン
タ
ー
教
授
（
生
命

知
能
シ
ス
テ
ム
）
廣
瀬
通
孝
氏
、
全

国
地
域
情
報
産
業
団
体
連
合
会
会

長　

辻
正
氏

【
対
象
者
】
企
業
・
試
験
研
究
機
関

の
研
究
者
・
技
術
者
、
一
般
県
民
等

　
（
約
二
〇
〇
名
）

【
主
催
】
東
濃
研
究
学
園
都
市
推
進

連
絡
協
議
会
（
岐
阜
県
、
多
治
見
市
、

瑞
浪
市
、
土
岐
市
、
笠
原
町
）

【
協
力
】
東
京
大
学
先
端
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ－

メ
ー
ル
に
て
、
所
属
団
体
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番

号
及
び
交
流
会
参
加
希
望
の
有
無

を
ご
記
入
の
上
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
〔
東
濃
研
究
学
園
都
市
推
進
連
絡

協
議
会
〕〒
五
〇
〇－

八
五
七
〇　

岐
阜
市
薮
田
南
二－

一－

一　

岐

阜
県
地
域
県
民
部
地
域
計
画
政
策

　
　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

（財）
Ｉ
Ｔ
研
修
会
（
パ
ソ
コ
ン
研
修
・
八

月
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
『V

isualB
asic

基
礎
』【
日
時
】

八
月
二
十
日
（
月
）
〜
二
十
一
日

（
火
）
各
日
と
も
、
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
四
十
五
分
【
学
習
目
標
】V

isualB
asic

を
使
用
し
たW

indow

s

上
で
動
作
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

の
基
本
と
手
法
【
前
提
知
識
】W

in

d
o
w
s

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

【
場
所
】
ド
リ
ー
ム
・
コ
ア
四
階

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室
２
」

（
定
員
十
二
人
、
最
少
催
行
人
数
六

人
）【
受
講
料
】
三
万
一
千
円
【
締

切
】
八
月
一
日
（
水
）

　
『E

xel2000

活
用
』【
日
時
】
八

月
二
十
二
日
（
水
）
〜
二
十
四
日

（
金
）
各
日
と
も
、
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
四
十
五
分
【
学
習
目
標
】E

xel

で
の
マ
ク
ロ
の
使
い
方
及
び
Ｖ

Ｂ
Ａ
の
記
述
方
法
【
前
提
知
識
】E

xel2000

基
礎
受
講
者
又
は
同
程
度

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
短
時
間
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
又
は
雇
用
す

る
予
定
の
事
業
主
に
対
し
、
労
働
関

係
法
令
・
地
域
の
雇
用
状
況
等
の
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
雇
用
管
理

へ
の
認
識
を
高
め
、
課
題
を
改
善
し
、

短
時
間
労
働
者
の
福
祉
の
向
上
を

促
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】八
月
二
十
四
日（
金
）十

三
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
三
十
分

【
場　

所
】
サ
ン
ホ
ー
ル
商
工
（
中

津
川
市
か
や
の
木
町
１
‐　

）
T
E

20

L
〇
五
七
三
（
六
五
）
二
一
五
四

【
対　

象
】
事
業
主
、
人
事
労
務
担

当
者

【
講　

演
】『
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

有
効
活
用
』
ミ
サ
オ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表　

植
田
叔
子
先
生

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
先
】
財　

世
紀
職
業
財
団
岐

21

阜
事
務
所
〔
T
E
L
〇
五
八
（
二
六

六
）
五
〇
三
三
、
F
A
X
〇
五
八

（
二
六
六
）
五
〇
三
一
〕

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

『
第
９
回 
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
濃
』

主
催
・
東
濃
研
究
学
園
都
市
推
進
連
絡
協
議
会

科学技術

『
Ｉ
Ｔ
研
修
会
』（
パ
ソ
コ
ン
研
修
）

主
催
・　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

（財）

Ｉ　　Ｔ 課
内

　

T
E
L：

〇
五
八
（
二
七
二
）
一

一
一
一
（
内
線
二
三
三
四
）
F
A

X：

〇
五
八
（
二
七
二
）
二
五
七
四

Ｅ－

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スinfo＠
ton

o

‐fsrc.gifu.gifu.jp

【
申
込
期
限
】
八
月
十
六
日
（
木
）

（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
、
漏
れ
た
方
の
み
に
通
知
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー
』

主
催
・
岐
阜
労
働
局　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
局

（財）
21

労　　務 の
知
識
が
あ
る
方
【
場
所
】
ド
リ
ー

ム
・
コ
ア
四
階
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

実
習
室
２
」（
定
員
十
二
人
、
最
少

催
行
人
数
六
人
）【
受
講
料
】
二
万

五
千
円
【
締
切
】
八
月
三
日
（
金
）

　
『A

ccess2000

基
礎
』【
日
時
】

八
月
二
十
七
日
（
月
）
〜
二
十
八
日

（
火
）
各
日
と
も
、
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
四
十
五
分
【
学
習
目
標
】A

ccess

の
基
本
操
作
か
ら
テ
ー
ブ
ル

の
作
成
、
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
と
編
集
、

レ
ポ
ー
ト
で
の
集
計
【
前
提
知
識
】

W
indow

s

の
基
本
操
作
が
で
き
る

方
【
場
所
】
ド
リ
ー
ム
・
コ
ア
四
階

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室
２
」

（
定
員
二
十
四
人
、
最
少
催
行
人
数

十
二
人
）【
受
講
料
】
一
万
六
千
円

【
締
切
】
八
月
八
日
（
水
）

　

詳
し
く
は
、　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

（財）

パ
ン
・
企
画
研
修
部　

研
修
担
当

T
E
L
【
〇
五
八
四
（
七
七
）
一
一

一
三
】
ま
で
。



ホワイトカラー層のキャリア・アップを支援する教育訓練システム�

ビ ジ ネ ス ・ キ ャ リ ア 制 度 �
　ビジネス・キャリア制度は、ホワイトカラー層を中心とする労働者が担当職務を適切に遂行するために必要とな�
る専門的知識・能力を体系的・段階的に習得することを目的として、平成５年度に労働省が創設した学習システム�
です。制度の仕組みは下図のⅠ～Ⅲを柱としています。�

平成１３年度 ビジネス・キャリア制度修了認定試験�
　修了認定試験は習得した知識・能力を客観的に判断・評価することができます。一定の基準に到達された方には、�
中央職業能力開発協会会長が「ビジネス・キャリア制度修了認定書」を発行します。�

●前期試験日：平成１３年１０月１３日（土）・１４日（日）�
●後期試験日：平成１４年 ３月９日（土）・１０日（日）�

●受験申請受付：平成１３年８月２０日（月）～３１日（金）�

●受験申請受付：平成１４年１月１５日（火）～２５日（金）�

試 験 実 施 分 野（ 1 6 3 ユ ニット ）�
◆人事・労務・能力開発分野　◆経理・財務分野　◆営業・マーケティング分野�
◆生産管理分野　◆法務・総務分野　◆広報・広告分野　◆物流管理分野�

◆情報・事務管理分野　◆経営企画分野　◆国際業務分野�

■受験資格　　修了認定試験は、次のいずれかに該当する方が受験できます。�
　　　　　　　（1）認定教育訓練受講修了者�
　　　　　　　　 受験希望のユニットに対応するビジネス・キャリア制度に基づく労働大臣認定教育訓練の受講を修了した方�
　　　　　　　（2）実務経験者�
　　　　　　　　 受験希望のユニットに関連のある実務経験（初級ユニットは３年以上、中級ユニットは５年以上）を有する方�
�
■試験方法　　修了認定試験は、ユニットごとに定められている教育内容等の基準に関し、ユニットごとに筆記試験（多肢選択、�
　　　　　　マークシート方式）で行います。試験時間及び試験問題数は各ユニットによって異なりますが、２５問９０分又は�
　　　　　　４０問１２０分が標準です。�
�
■手数料　　　１ユニット当たり２,０００円（消費税込み）�
�
■受験申請　　申請書に添付の振込用紙を用いて、受験希望のユニット数に相当する手数料を郵便局から振込後、受験申請書を�
　　　　　　受付期間内に当協会に持参または郵送により提出して下さい。受験申請書類は当協会で配布いたします。�
�
■試験会場　　（財）岐阜勤労総合福祉センター　　ぎふ長良川ハイツ　　岐阜市長良山先６９２番地の３�

資料請求・お問い合わせ先／�岐阜県職業能力開発協会�
〒502-0841　岐阜市学園町２丁目３３番地　TEL０５８-２３３-４７７７　FAX０５８-２３３-３４４９�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�～～
～～
～～
～�

～～
～～
～～
～�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�～～
～～
�

～～
～～
� ～～～～～～～～～～～～～～�

～～～～～～～～～～～～～～�～～
～～
�

～～
～～
�

個
　
人�

公
　
表�

企
　
業�

習得目標の確認�

ホワイトカラーの職務遂行に必�
要な専門的知識・能力を体系化�

能力開発マトリックス・認定基準�
（学習内容）�

Ⅰ�

ビジネススクールや企業�
等による認定講座の実施�

認定講座�

Ⅱ�
学習成果を確認するため�
の修了認定試験の実施�

修了認定試験�

学習成果の確認�

認定�

労働大臣による�試験の実施�

Ⅲ�

職務基準等の見直し・整備�
社員の習得目標の設定等�

申
請�

講
座
の
受
講�

キ
ャ
リ
ア
の
証
明�

講
座
の
認
定�

● 自己啓発して、職務の遂行に必要な�
　知識・能力を身につけたい�
● 自分の能力を客観的に証明したい�

● OJTやジョブローテーションだけでなく、�
　O f f -J T と自己啓発の組み合わせで段階�
　的、体系的に能力開発を行いたい�
● 自社の職務基準を見直し、社員に職務遂行�
　に必要な専門知識・能力の習得目標を示して�
　計画的な能力開発を進めたい�
�

2001 年（平成 13 年）7月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 501 号（１５）


